
解して千歳中段に集合する。千歳中段の水はポンプにて

汲上げ4坑道大廊下中に設けられた木樋中を洗れ，途中

，屑鉄にて銅を回牧されつ』4坑口に出る。4坑口には下

図の如き沈澱銅邊風擦牧襲置2襲置が建設中である。

　（A）坑内水中に含まれる銅分は雨天の時に低くなる

，ということはなく，寧ろ高くなると云われているが，こ

れは晴天の日には下降水量ゲ多くない爲に，・流路は大体

一定しているのに対して，雨天の場合には余分の水は新

しい経路を辿つて下降し，そこにある銅分を溶かして来

る爲と考えら淑る。

　以上の事実より推察するに，上部より散水の場合には，

1降雨量よりも多量の散水が可能であるが・その適量は今

・後の経験増こよつて決定されるべきことであるo叉坑内水

の通路を一定させない爲に鉱石が動く回数が出来る丈多

・いことが望ましいから，それに適した掘進方法をとりな

　　　　　　　　　　　　　　ヤお破壌作業は上部より順次に下部に向5ことが必要であ

・るo

　（B）珪鉱中には多数の粋土の薄暦がはさまれている

が，これ等は下降水にとけて坑道に流出し割目をつく

る◎特に粘土の薄暦が多い様なところは2場所に懸じて

多くの掘進を要しない・注水によつて流出した粘土が坑

道中に沈澱し水路をふさぐ恐れがある故，掘進の際に粘・

土は出来る丈搬出することが望ましい。

　（C）Arvid　E．Anderson及びF賜nk　K・Camperson

によれば，注水の際は一面に広く散水し，注水区域を数

個の範囲に分割し，注水と乾燥を交互に繰返すのがよ・

い。この場合注水によつて一度灘・うた表面が乾燥すれ

ば，温度上昇し硫化物の酸化を促進させる。。

　（D）　4坑道木樋中の沈澱銅の附着駄態より推察する

と，銅分を多量に沈澱させるためには堰をなるべく多く

『』設けること，木樋の幅を広くして水が浅く流れる様にし，

肩鉄が一定時間に出来る丈多量の流水と接触する様にす

ることによつて高品位のものが得られる。要するに坑水

ンが常に擬絆状態にあることと附着した銅が屑鉄よりはが

酒落ちることが鎚要であるのは論をまたない。

最近3年間の沈澱銅採牧量は次の如し（第3表）。

第　　3　表

1945

1946

1947

玩外探衷量　　品　　｛立

　＠　　　Cu％
142。7　　　　　42．08

244，．4　　　　　47．33

ユ71．6　　　　　49．57

坑丙操牧量’品一位｝
　・t）．　cu％．
834．4　　　　　70．67

799．3　　　　　65．42

717．8　　　　　　56．15

　　　　　　8．結　　語
沈澱銅を唯一の目的として鉱床を開発する計画は・本

i邦に於ては小坂鉱山を最初とするあで，この作業が軌直

に乗る迄には，今後多くの経験と研究に侯たねばならな

いが，筆者が調査した結果及び從来の文献や現場実績か

ら褥られた結論を簡軍に述べれば，下の如くそある。

1。鉱床中に発達する網状脈及び脈の走向に著しい傾一

向が見られないこと・その傾斜が急傾斜のものが多いこ

と，裂騨があまり長く続かないこと，銅鉱物が主として

輝銅鉱とタンパンであ為こと等は洗澱銅の採牧に好都合　，

である。

　20注水の際鉱床の頂部に粘土をかぶらない部分は・

地表より注」入し，粘土をかぶつた部分は坑内より注ガくす

ること0

　3。注水の方法は特定の場所にのみ多量に流さず，一

定の範囲に一様に散布すること。　・

46坑内破壌作業は流水の通路が一定しない様に時々

鉱石が移動する様にすること，坑内破壌は順次上部より

下部に向つて行うこと。

　50　坑内破壌め際粘土は出来る丈坑外に搬出するこ

と◎

　60　作業区域を数個に区劃し，各区劃については破壌

作業と注水作業を交替に行うこと。　（昭和23年5醒6月

調査）
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　　　　　　1。要　　旨
　製鉄原料用粘結炭産地の一つとして，最近注目されて

いる新潟縣小滝炭田の赤禿山を中心とした，小滝炭鉱地

底の炭暦賦存状況を調査するのが，主な目的であつた6

小滝淡鉱地区は目下開発されつつあるが，未だ埋藏炭量』

が明らかでないので，石炭聴開発局は特に此の地区を選

んで地質調査を俵頼して来郎

　小滝炭田は新潟縣の南部にあり，今回の調査地は赤禿

’画を中心とする，小滝炭鉱地区約8km2で，中央ア．ルプ

ス北端を占め周囲は急峻な地形ゑ示している。

　本地区を構成する地暦は主とし七砂岩・頁岩互厨の株

羅紀層と，石灰岩・粘板岩の古生層で，中央地溝帯の直

ぐ西に位置し，断暦榴曲により，複雑な地質構邉を示し

ている。株羅紀層は本地区の爽炭層であつて，10・》150

0mのものが4弓7暦認められるが，各淡暦の膨i縮が甚し

，く対比は困難である。石炭の色は黒色乃至黒褐色で光沢

あり，粘結性を有し，原料用炭として適するo

　大正勧期に稼行された事があるが，其の後中止され・最

　近小繊鉱により稼行されており・坑口は赤乖山北斜面

　標高750m附近にある。埋藏炭量は確定炭量1，333ン300

　（t），推定炭量1，792，100（む），予想淡量3，327，500（t），

　合計6，453，000（t）であるが，炭厨の膨縮及び小断暦伏

　在等を考えて，なお探炭坑道試錐等により確定炭箪を今

　少し塘蜘させたい。

　　炭暦の露頭は本地区の北西方のホドソ沢及び南西方の

　ヨグヲ沢にもあるので，小滝炭田の発展のためには今後

　其方面の精査も必要である。

　　　　　1L　調査斑員，精摩期間

　　1）』調査班員地質調査河野迫也

　　　　　　　採鉱調査河内英幸
　　　　　　　地形測量　宮沢芳紀，中村英幸

　　2）精　度精査地形測量1＝5，000
　　3）期　　聞　自昭和23年7月10日

　　　　　　　至同　　年8月8日
　　　　　〆IIL　位置，区域，交通
　　1）位置　新潟縣の南部で富山縣，長野縣との境に近

　く，新潟縣西頸城郡小滝村に属し，糸魚川町より南方13

　km余の所にある。

　　2）　区域　調査区域は小滝村地内の赤禿山を中心とし

　た大駈川以北，ノ」、滝川以南の区域で，山坊・宮李・高浪

　を含み南北3・5km・東西3km・面積約8km2の地域で

　ある。
　　3）交麺『北陸本線糸魚川駅より分れる大糸北線の終

　点小滝駅が最寄駅で，糸魚川駅より小滝駅迄約13kmの

　距離がある。糸魚川町より松本市に通ずる松本街道は，

　調査地区の東方4kmの附近を姫川に滑い南北に走つ七

　いる。炭鉱と小滝駅の間には8km余のトラツク道路が

　あるが，小滝駅と炭鉱との高低差は約650m程もあつ

　て，『道路は激しく屈曲し相当な勾配を有している。冬季

　は積雪多量で，12月より4月迄は，トラックの交通は困

　難である。大糸北線は戦前，大糸線と・して現在の大糸南

　線と通じていたが，験時中，ノ」、滝・中土簡の軌峰がi撤敗

　されてしまつた。これが再敷設されれば，松本と通じて

、　長野方面への交通は極めて至便≧なる。

　　　　　　　夏V．地　　形
　　中央アルプスの北端に位置し周囲は，何れも急峻な地

　形を呈している。調査地区の中心には標高ち158mの赤

　禿山があつて，これより東西に尾根が漣なつている。そ

　の南面ほ急峻な傾斜を示し，各所に山崩れがあつて大所

　州に落ち込んでいる5北面も高浪池畔の岩屑堆積地を除

　き，急傾斜で小滝川に臨んでいる。

　　大所川は急峻な赤禿山南面と白馬嶽の北麓に当る一難

　場山に爽まれ，深い峡谷をなし，小滝川は赤禿山北面と

　’石次岩山地の明星山との問に峡谷をなす。　
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　熔岩流及火山腺　　」一　　記　　　一

第1圖　小瀧炭田地質圖
　赤禿山南面及び北面は極めて急峻ではあるが，岩石0

露出は比較的に少い。これは冬期間の凍結による風化作

用及び雪崩のため，急傾斜地に於いてさえ厚さ1～2m

の岩屑が堆積しており露頭調査ほ著しく困難である。漢

谷部では岩石の露出が比較的に良好であるが，風化並に

急傾斜に起因するレリーピソグが著しく発達し，走向傾

斜の正確な値は測定し難い。就中コゴチ露頭の如きは，

山崩の跡に見られる大露頭であつて，一見走向傾斜は正

常のようであるが，憎感地層のクリーピングに就いて考一

えなければならない。

　上述の如く急峻な赤禿山を中心として炭厨耕賦存する

の窓，露頭調奔に於いてすら，作業上種々の困難がある。

・開発にあたつては更に色々な困難が生ずると思うが，殊・

に冬季に於ける雪崩の危瞼は地形上大いに注意を要す

るo

　　　　　　V。地　質
　1）層　序
　本地区は中央地溝帯の直ぐ西に位置し，株羅紀層・古

生暦・火成岩より構成され，複雄な地質

構造を示している。本地区の北西及び南

西iこは株羅紀層が広く露出し，南方には

火成岩・火山礫及び熔岩流が分布し，北

方には古生暦に属する大石友岩塊が露出

しているo平地は主として崖錐堆積物に，

被われている。

　〔岩屑〕…急傾斜地の山麓部及び河谷の

両岸に発達した崖錐堆積物で，附近の株

羅紀層の砂岩頁岩より供給された大小雑

多の角稜ある礫によつて代表される角礫

より成るQ

　〔砂礫岩層〕…次白色を呈し，風化すれ

ば暗褐色となり，、堅硬粗粒な花嵩岩質の

砂岩と礫岩との互暦より成る。礫は円磨

された入頭大より拳大迄の砂岩・珪岩及

び粘板岩等の礫であるが，花崩岩の礫も

散在し，花崩岩質の砂で膠結されている。　・

本厨は当・地の第三系の基底暦をなし，株

羅紀暦を不整合に被覆するもので，赤禿

山西斜面に僅かに露出している1。

　〔株羅紀層（來炭暦）〕…砂岩と頁岩との

互暦より出来ており，地層面は稽々明瞭

である。砂岩は友白色粗粒乃至友黒色及　，

び黒色細粒の岩石で硬く，友色粗粒のも

のは小礫を交えるものがある。頁岩は黒

色叉は友黒色で堅硬であるが，風化す

れば，鱗片状に剥げ易く細片となるる幅

レ》3mm程度の方解石脈が網状に入つている部分があ

る。炭層は4・》7暦あるが，厚さの変化が激しく・各地点

に於ける炭厨の細部対比は頗る困難である。

本地区では株羅紀暦は上下の地層と断暦叉は不整合で

接し，厚さ及び層準は到らないが，地質構造及び化石等

より考えて，南方の来馬附近に発達している来馬暦の続

きと考えられ，来馬層は含有植物化石により下部株羅紀

暦とされている。本暦に含まれている植物化石は，Fo－

4・2α翻8sZα雁・～α嬬・（L．andH．）σ～α¢0画θ6ゼ8欄伽7・

8観乞2EILLERσ」αdop配θ疏s8p，等であるカ㍉此等は板状

　ヤに剥げる黒色頁岩の各層準より蓬する。

本層は西方へ広く露出し，北西方率ドソ沢及び南西方

ヨグラ沢地区では』炭暦の露頭が数箇所で認めら池る。

　〔古生層〕一・本暦を構成すと岩盤ほ君友岩・粘板岩及び

輝緑凝友岩等で，何れも調査地区に接して見られ，北方

の明星山の石友岩塊は白色叉は友色を呈し，非晶質緻密

のものと結晶質粗粒のも6とがあつて，殆んど全部塊状

を呈し，所謂青海石友岩中に見られる化石を多量に含有

16一一て132）



　　　　　　　　　　　、
するる粘板岩は友黒色叉は黒色を呈し硬く，、砂岩の薄暦

をi爽む事がある。風化直では細片に害旺れる。輝緑凝友岩

ほ暗線色叉は暗紫色を呈し，細粒緻密の岩石で，調査地

区東方の大峰峠附近に僅かに露出する。

　〔蛇紋岩〕論濃緑色乃至黄緑色を呈し，『緻密塊状のもの

と片状のものとあり，特有の模様を有し，夏中より大峰

峠に至る道路の両側及びコゴチ南方に露出し，中生暦を

貫くものと考えられ，赤禿山南面の石炭が稽々無煙炭化

しているのは，蛇紋岩の貫入に起因するものと考える。

　2）地質構造
　全体として一定の傾向は見られず，二つの略南北の断

層で三地区に分けられているので，其等口就いて説明す

るo

　赤禿山西方を通る北々西より南浸東の断層で東西の地

一区に分けられ，東側は更に高浪池を通る北々東より南々

西の断暦で北西部，南東部に分けられ，夫々宮耶，高浪山

坊地区と名付ける。高浪地区に於いては弛層の走向は略

南北で，’西へ25・｝30度傾斜しており，北部では走向は西

へ偏る傾向を示す。山坊地区は・木地屋の北方で大所川

に近く略々南北の北方沈降の背斜軸を持つ背斜構造を示

し，・西翼は20・》30度西へ傾斜し，東翼は40～55度東へ

傾斜している。宮雫弛区は北東方向め向斜軸を有する向

斜構造を示し，其軸は北東に止昇する。南東翼は北西翼

に比して傾斜は急で40パ60度であるo

　赤禿山項を通る略南北の断暦は，コゴチ附近に於ける

第三紀暦の礫岩の分布よりみて，東側落であるごとが頷

ける。高浪池を通る断暦は砂礫岩層及び岩層の分布状態

より想嫁した断暦である・

　　　　　　　VL石　　炭
　1）賦存獣況
　炭暦嫡膨縮激しく上下盤の岩質も似ているの怨各地

点の炭厨の対比は頗る困難であるが，炭層群としては厚

さ約170m内外で，此の中に厚さ10～150c甲の炭暦が．

4ん7暦含まれている。

　高浪地区に於いては6層認められたが，その内著しい

炭暦を上より蜘，A2，A3，A4暦ど名付けたQ』

　A・層よりA4暦迄の層間踵離聯勺175mでA二，み2暦

・は夫々炭丈薄く炭質も悪く膨縮が激しいQ　A3層は李均・

炭丈50cmの稽々著しい炭暦で，稼行可能部分を含んで

いる。A4層は現在稼行中の炭層でジ山丈ば季均250cm

で，爽みを1暦乃至2暦含み，炭暦は膨縮が激しく，此

の内稼行可能準均炭丈は100cmである。’上盤は頁岩叉

は砂岩で頁岩は落盤し易いが，砂岩は硬く非常にしつか1

りしている。 下盤は厚さ約100～2GOc導の砂岩と頁岩の

互暦で，其下位は堅硬な砂岩層である。炭暦は地表では

略南北の走向で，西へ20～30度傾斜しているが，地下に

ゆ、くに從い傾斜が急になると考えられる。なお北西部で

は炭層の走向が北西にふれる。

　山坊地区に於いては，コゴチ沢で著しい炭層を4癬認

牡よりB1，B2，B3，B墨層と名付けたQ　B1暦とB壬暦の

層聞距離は約160m・であるが，コゴチの地葦二りの跡であ

つて露頭が安定していないので，炭暦の連絡は困難であ

る。コゴチの崖に露出し℃いる興層は・淡暦及び來み

の膨縮は激しいが，稼行可能の炭丈は李均750mと考え、

られる。B2屠の稼行可能炭丈はZF均6碗mであり，B3

層の李均炭丈は80cmで，之等の中ではB3層・が最も有

望である。各炭暦は北方に沈降する略南北方向の軸を有

する背斜構造を呈し，其の西翼は断暦で切断されてお

り，東翼は露出が悪いために炭層の追跡は出来なかつたσ

　宮李地区に於ては，最上部炭層より最下部炭層迄の暦

一間距離は約160mで，此の間に7炭暦が含まれ，其中著

しいもののみ上よりC1，C2，C3，C4暦と名付けたo各炭

層は膨縮が激しく，．各地に於ける炭柱図の対比は頗る困

難看ある・炭層は南西に沈降する軸を有する向慧構造の

両翼に介在し，南東翼では，各炭暦が露出してい，るが，

北西翼ではOf暦のみが露出しており，地層の露出が悪

く，炭層のi追跡は出来なかつたo・

　竣上3地区の淡層は膨縮が激しいので，個々の炭層に

11　　Z　　3
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就いての対比は頗る困難であるが，炭暦群としては3弛

区共大体同一の堆積環境の下に生成されだものと考えら

れる。

2）炭　質
　肉眼的観察…石炭の色調は黒陽色叉は黒色で，光沢1よ

一般に強く暗炭部少く，破面は不規則で，炭理は全然み

えない。露頭の石炭は光沢鈍く，勅炭状になつている。

『靱度の強弱，塊粉の割合…塊1伏になつているが，脆く

揚炭になり易い。

　着火友び燃焼の難易及び焔の長短…着火悪く蝦ほ短・

ぐ，燃焼蒔聞は比較的短い。次分は梢々多い。

分析結果…既往の分析資料は少いが，夫等の資料によ

れば，発熱量平均4，800カロリー，友分平均罪％であ．

るQ次に示す分析表は今回の調査に依り分析試料を採取

し，本所化学課に於いて分析した結果である。露頭炭暦

の試料は炭暦より一様に採取した季均課料であり，坑内

試料は來みを手選程度に除いた資料である（第1表）。

第　1　表

試料
番号
2（露頭）

6（坑内）

7（坑内）

8（坑内）

　5水劣1

　　1・藪露頭）店68

『
1
。 31

1．94

1．33

1．67

列織幾鴨雛瞬
34．661・3．4gi5・。曲．5614，58・粥

　　　1引63．277．9026。790．312β80禍
　　　l　l　i44・45110・5343・690・12 3・920”
55・3て18騨3麺t亀・9・ケ
3853］7・45152・34 L2914・49・〃

11第2表　炭

適脇途荻分を繊にまり低下させると，粘雛を

示し製鉄用原料炭となる。

3）炭　量
＼高浪地区に於いては，確定炭量区域は排水準下100m・

迄を取り，推定は200m迄，予想は400卑迄を計算し
た。山坊地区に於いては確定炭量地域は排水準下⑳0血

量　　表 （軍位殖）

　　炭暦名地　区i（炭丈，・m）

高

浪

山

坊

宮

李

断層に
囲まれ
た区域

総計

A3

（0．50）

A4

（1。00）

B1

（0．75）

B沼

（0。60）

：B3

（0．80）

　01
卜（0．55）

C2

（o・60）

C3

（0・65）

に。80）

排水準
以　上

・133，400
48ン9QO
63，800

216，100
92，8。し0

113，200

57，700

13，000

45，900

7，300

4：5β00

3，700

74，400』
200，800
266，100

99，200

・186，100
298，300

86，500

171，600
290，100

排 水． 準 下

100m

56，800

1797100

20，200

477200

94，700

22，600

53，400

60，垂00

200m

837200
108，200

186，200
131，400

、174，400

163ン500

234，100

’
2
4
，
100
6．700

、・8，100

75，2001
34，900

32，300

137，200
81，400

400m

68，400

237，200

500m

弩

146，700

117，200

157，100

（深度冗）

1，208，000

合　計

190，200
132，ユ00L

240ン400

395，200
279，000
481，800

77，900

187，400
146，700

93，100
170，8（｝0

117，200

140，00D
2377800
157，100

97，000

224，900
272，800

160，700
251，300
832，0001

179，200
308，800
3717500

1，208，000

総臼計

562，700

1，156，000

4・12，000

381，100

534，900

・594，700

744，000

859．500

1，208，000

6，453，900

上段　確定炭量 中段　推定炭量 下段　予想炭量
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’

一迄を取り，推定は2001m　i迄，予督は500mを計算した6宮

雫地区仁於いては，確定炭量区域は排永準下100m迄，

推定は200m迄を計算した。

　高浪，宮早，山坊地区に囲まれた三角地区は平均炭丈

合計18σcmとし，深度は『xとしたが，排水準下何mか

は，断層の落差が計算出来ないのでわからない。本地区

請こは試錐を施して着炭すれば埋藏炭量は明らかになる

《第2表）。

　　　　　VIL稼行歌況
’1）炭鑛名，所在地其の他

　炭鉱名…立花鉱山株式会紅小滝炭鉱鉱業所

　鉱業権者名…立花鉱山株式会祉　肚長　立花良介

　炭鉱駈在地…新潟縣西頸城郡小滝村，

　登録番号，鉱区面積・一新潟縣採登第350号，591，26「

　、坪資本金・』・3，000，000円・

　2）・沼　革・

　小滝炭田に禁ける最初の鉱区は新潟縣採登350号で，

朋治33年6月西頸城郡水浦村の五味川某により採掘権

登録され，明治虹年11月には直江津の石塚豊作に，大正

、2年i2月には岸一太に移譲され，大正5年鉱業財團に移

り，壇後昭和14年9月には日曹鉱業株式会肚の所有に帰

した。從来本格的に稼行された事はなかつたが，昭和20

年5月に現鉱業権者に移り・始めて稼行の緒ドついた。

　3）出環高
，7月上旬より出炭を開始したので，現在迄記録すべき

出炭成績はないo最近の日産高約3．5tであるo出炭計

1画2｛年度6・goOt・25年度 9・ooo　t・2¢年度12・Ooot。

　4）鑛夫数及び係員藪（23年7月15日現在）

　軌條一・12ポソド総延長30m

　8）主要運搬機

　電動空中無端索道（計画中）…所要馬力50HP，距離5

、kmo

　軽便索道（3号坑口より自動車道路迄）・・斜距離255m，

傾斜20◎，搬器1／6t2個，蓮搬量3t／n。

　貨物自動車3台（自家用1台，雇上用2台）…1回の積

載量3t，1日の往復2回（最大3回）。

　9）照　明、
　坑内照明…カーバイトランプ7・5kg／⑫y

　家屋照明…石油ラソプ　1．471／day

　10）需來の採炭計書
　旧坑は相当荒れているので，復旧改修O完了するまで，．

第3号坑を押進め，連坑との間を長壁式により採炭する

予定で，現在第1，第2，第弓昇の彿面を準備中である。

旧坑の改修が終れば第3号坑の掘進を中心とし・旧坑・

連坑間の石炭を昇坑を利用して長壁式で採炭の予定であ

る。更に旧坑の下部に斜距離15皿の問隔で第5号坑，・

第6号坑の片盤坑道を掘進し，旧坑以下の操淡を行う予

、定である。

　11）諸建物（23年8月末現在）

名称1一種の
　　1．坪数
飯場合宿

独身合宿

45．5

40．0

一纏障：1

棟数，1
合計坪数

45，5

40．0

103。G

54．0

隣造

木造
　〃

〃

〃

備考

着工
　μ

完成
　〃

鉱　夫　数 係　員　数

坑内夫1坑外夫1計橡韻陣務則計

2・「8i28日5／6い・
，．5）　主要坑道

名称
延長
m’

第1号坑　20
、第2号坑一36
・第3号坑　196

旧．坑　190

加背

5×6

5×6

6×8

6×8

t，傾－斜

沿暦水李

　〃
〃

〃

構造

木枠

ツ

〃

〃

備　、考

掘進一時中止

　　〃

掘進中
改修中

　　　　　　　　　　　　＼6）探提法
長壁式採炭法を採用するため現在その切羽の準備中で

1ある。

7）’炭車，軌條一、

炭車…・木製　1／2t車　4台

　　　　　V皿．結　論
　本地区は大正年間に約5年間に亘り探炭程度の稼行が

行われた。其の後財界の不況の爲中止したりであるが，．・

現下の事情により，粘結炭産地として再開発されつつあ
1
る
o

　爽炭暦は火成岩の直接の影響は受けていないが，断暦

蓮動及び摺曲作用を牽け，1複雑な地質構造を呈してい’

る。炭層は著しく膨縮し，炭質も一檬でなく，且つ冬季は

積雪が多量の爲，稼行は幾分困難を俘うと考えられる。

炭量計算に於いては総計6，453，900tと計算されたが，

炭暦の膨縮及び多数の小断暦等を考え合すと，本格的採

炭に着手する前に，探炭坑道及び試錐等により確定炭量

を今少し多量に掴みたい。

　調査は短蒔日であつたので，小滝炭鉱近傍約8km2の

区域しか調査出来なかつたが，炭膚の露頭は小滝川支流

ホドソ沢，大所川支流ヨグラ沢にもあるので，、更に広範

囲に亘つて調査を続行する必要がある。

　調査に当つて利用した文献は石井清彦技師の調査され
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た7万5千分のヱ白馬嶽図幅及び同説明書のみである・

植物化石に就いては・来馬の植物化石に就いて詳しい古

植物単的研究があるが石炭層に就いての調査はないσ

（昭和23年8月調査）

550・341：53L5・08（521．23）

今市，地震後の重力測定＋
飯　田　汲　事指　早　川　正　巳菅　片’寄　邦之馨

R6sum6

．Ch置nges　of　G『avity　Difference』between

　　Imaichi　and　Nikk60wing　to　the

　　　　“lmaichiEarthquake”

　　　　　　by
K．Iida，M．Hayakawa，and　K．K塾幅yose

　AremarkableearthquakeoccurredonDec．
26th，194、9near　Im翫ichi，Tochigi　Prefecture

（Rg・1）・　Fortun＆t¢1y　la　g撒vimeter・w五ich

has　high　5ensi右ivity　imported　already　to

Japanin乱utUmn・f・lasむyearfr・m必e
UnitedSむa右eS．ThiSgraVimeむeriSm乱deat
むheN・r看hAmericanGe・P血ys1ca1C・mpany，

L我v五ng伽accuracy・f1／100mgls．
　丁五e　writers五ave　brought　this　insもrumenも

む・lm舳iaf負ertheearむhquakeaρdmeasured

Fig．1

　　　　り　　　ぎ雌陥廠『

＼

gヤaviむy　d証Ference　beむween　Ima1chi　and　Nikkδ．

Three　土nonths　aflerw＆rds，，t：he　me＆surment

wasdoueinthesa狙eregionsβresulむbeing
obt乱i孕ed損s　shown　in：Fig．II．As　seen　from

thi面9ure，・hanges・fgravi右ydi伊erence五ave・

been　found　between　Imaichi　and　Nikkδin　thα

order　of2mgls，which　mig五t　be施e　efre6t　of『

the　earむh傑uake．　On　むhe　other　｝1＆nd，　there・

were　small　changes　of　gr跳viもy　values　before・

the　big　af右ershocks．

　　　　！　　．

　　　　‘1ん』　　〕い1烈0　　1

　　　・饗彗〉－

・一・御
X・一・一〇65θ雇厩月艀

　　　　　第　　　1　　圃
＋昭和25年5月地震学会で発表一
築物理探鉱部　．

昭和盟年12月26日栃木縣今市地方に起つた今市地

震直後12月29日，30日，31日の3日聞新しく輸入した

重力計によつて日光及び今市において重力測定を行つた

（第1「図参照）。

．その後，昭和25年3月末同じ場所で再び重力測定を

行った。これ等の結果について以下述べようと思う。一

測定に用いた器械は昭和24年アメリカから輸入した

　　　　　　もので少North　American　Geo－

　　　　　　P｝1ysical　qomp争ny製であるoこ

　　　　　　の器械の特性については後の機会’

　　　　　　に報告することとしここには述べ1．

　　　　　　ないが，ただ感度は非常に高く，

　　　　　　10陶8（1／100ミリガル）迄充分読取る・

ことが出来る程度のもの』であるo．

　今回の淵定の目的は二つあるσ

その一つは從来測定された事はな

いが地震と重力との関係であつ・

て，口召禾024・年末のように頻庵と起．

つている余震と重力との間に何か・

関係があるかどうかどいうことで

一ある。他の一つは地殻の変形と重

　　い乃伽。力の変化と礪係砺うて，日齢
万ガ舛噸
　　　　　　雛年暮に測定した日光・今市問の

　　　　　　重力の差と，昭和25年3月末に

　　　　　　測定した両地点聞の差とがどの程．

　　　　　　度くいちカ：つていう：かという．こと

である。

測定の結果は第2図に示した。この図から全体としで
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